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CD53
CD53; MOX44; TSPAN25; Leukocyte surface antigen CD53; Cell surface glycoprotein CD53;
Tetraspanin-25; Tspan-25; CD53
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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、膜貫通型4スーパーファミリー（テトラスパニンファミリーとも呼ばれる）のメンバーです。これらのメンバーのほとんどは、4つの疎水性ドメインの存在を特徴とする細胞表面タンパク質です。これらのタンパク質は、細胞の発達、活性化、増殖、および運動性の調節に役割を果たすシグナル伝達を媒介します。この遺伝子によってコードされるタンパク質は、インテグリンと複合体を形成することが知られている細胞表面糖タンパク質です。T細胞およびナチュラルキラー細胞におけるCD2生成シグナルの伝達に寄与し、増殖調節に関与することが示唆されています。この遺伝子の家族性欠損は、細菌、真菌、およびウイルスによって引き起こされる再発性感染症に関連する免疫不全と関連付けられています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。 [RefSeq提供、2016年3月],機能:造血細胞の増殖調節に関与している可能性がある。,類似性:テトラスパニン（TM4SF）ファミリーに属する。,組織特異性:B細胞、単球、マクロファージ、好中球、単一（CD4またはCD8）陽性胸腺細胞、末梢T細胞。,
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	CD53ポリクローナル抗体を用いたKB細胞のウェスタンブロット分析。二次抗体は1:20000に希釈された。
	

	CD53ポリクローナル抗体を用いたKB細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

